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2 ．申請条件（いずれかを満たすこと）
　⑴　本科目の履修に関して了解が得られた自治会・町内会などの地縁団体あるいは外部機関で活動すること。
　⑵　本学の定める機関、または活動の証明が可能な外部機関等で活動すること。

3 ．単位認定方法
　・自由選択科目と位置づけ、卒業要件単位として認める。
　・履修登録上限の枠外として扱う。
　・各科目 1 回のみの認定とし、複数回の認定は行わない。
　・コミュニティサービスラーニングⅡの履修者及び単位修得者は履修できない。
　・下記の「地域活動実習における単位認定表」に基づき認定する。
　・履修期間は複数学期にまたがることを妨げない。
　・�春学期は 6 月15日、秋学期は12月15日までに報告書等の提出がなされた活動のみ、当該学期の単位認定

の対象とし、以後の期間にかかる活動は次学期の単位認定とする。
地域活動実習における単位認定表

認定科目名 単位数 対象学年 単位認定基準 評価方法 成績評価 備考

地域活動実習Ａ 4 1 ～ 120時間以上
（事前事後指導含）

活動記録及び
報告書に基づ
いて評価する。

N（認定）

全学科対象
自由選択科目
複数履修不可

（各科目 1 回）

地域活動実習Ｂ 2 1 ～ 60 ～120時間未満
（事前事後指導含）

地域活動実習Ｃ 1 1 ～ 30 ～60時間未満
（事前事後指導含）

4 ．申請から報告書等提出までの流れ
①　地域連携・教育センターへ申し出て、「申請書」「活動記録」「活動証明書」の用紙を受け取る。
②　原則、活動開始の 2 週間前までに、「申請書」を地域連携・教育センターに提出する。必要に応じて、
「活動機関に関する資料」も提出する。（地域連携・教育センター運営委員会において、申請を承認す
る。）

③　活動開始前に、所属学科の地域連携・教育センター運営委員の教員から事前指導を受ける。
④　地域活動を行う。
⑤　活動終了後、原則として 1 週間以内に③の教員から事後指導を受ける。
⑥　その後、 1 週間以内に、「活動記録」「活動証明書」「報告書」を③の教員に提出する。

⑺　放送大学との単位互換について

　本学は、放送大学との単位互換に関する協定を締結している。本学の学生は「特別聴講学生」として放送
大学の授業を受講することができる。放送大学の授業を受講し、単位認定条件を満たした場合、単位認定さ
れ、卒業要件単位（自由選択科目）として算入される。

1 　履修期間： 1 学期間（ 6 ヶ月）
2 　対象科目：放送大学授業科目

・単位認定できる授業科目については、教育支援課に問い合わせること。
・1学期に出願できる科目数は、 2 科目 4 単位とする。ただし、放送大学授業科目の単位認定試験日が

同一日時の科目は1科目しか登録できない。
・放送大学との協定上、出願後の科目の変更・取消・追加はできない。
・放送大学授業科目は、履修上限単位数に含まれない。

3 　出願方法について
・放送大学特別聴講生を希望する者は、指定期間に教育支援課に願い出ること。


	000_目次_2024_責了_web
	001-010_沿革_四校_web
	011-034_履修要項_2024_四校_web
	35-52_政治経済学部_政治経済学科_web
	053-078_人文学部_欧米文化学科_責了_web
	079-104_人文学部_日本文化学科_責了_web
	105-138_人文学部_子ども教育学科_責了_web
	139-160_心理福祉学部_心理福祉学科_下版_web
	161-166_留学生外国語履修_四校_web
	167-190_資格取得_下版_web
	191-198_単位認定_四校_web
	201-222_大学学則_四校_web
	223-253_規程集_四校_web
	254_奥付_四校_web



